
大和証券グループのカーボンニュートラル実現に向けた取組み

❶ 2030年までの自社※の温室効果ガス排出量（Scope1・2）ネットゼロ

❷ 2050年までの投融資ポートフォリオの温室効果ガス排出量等（Scope3）ネットゼロ
❸金融ビジネスを通じた脱炭素社会へのスムーズな移行の支援

カーボンニュートラル宣言

※自社の範囲は、連結ベースで算出予定

▍当社拠点における再エネ導入を拡大

大和アセットマネジメントが
運用する各資産の温室効果
ガス排出量を測定し、開示

▍アセット・マネジメント部門の温室効果
ガス排出量を開示

本社ビルや一部の支店、大和
総研のデータセンターにおいて
再エネを導入

▍様々なSDGsファイナンスをアレンジ

インパクト・インベストメント
債券のパイオニアとして、
SDGs債の発行を支援・推進

▍「環境・社会関連ポリシーフレームワーク」
（投融資方針）を策定

環境・社会リスク管理体制の
強化を目的に策定
１

新規の投融資や引受に際し、
禁止及び留意する事業を定める



企業とのエンゲージメントを通じた温室効果ガス排出量削減の働きかけ

ESG投資方針

投資判断やエンゲージメントに活用

気候変動リスクと機会を把握

• 外部ベンダーのデータをもとに
温室効果ガス排出量を測定

ポートフォリオのリスク管理投資先企業のリスクと機会

• 開示情報

• 外部ベンダーのデータ

• 独自リサーチ

• エンゲージメント
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